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天
平
一
三
（
７
４
１
）
年
、
聖
武

天
皇
が
鎮
護
国
家
を
願
い
全
国
に
国

分
寺
・
尼
寺
を
建
立
し
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
国
分
二
寺
に
瓦
を
供
給
す

る
た
め
各
地
で
瓦
の
生
産
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
瓦
塚
窯
跡
も
そ
の
よ
う
な

窯
跡
の
一
つ
で
す
。

　

石
岡
市
で
は
現
在
、
瓦
塚
の
範
囲

確
認
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
３
回
に

わ
た
り
平
成
22
年
度
の
成
果
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
も
、
引
き
続

き
確
認
さ
れ
た
瓦
に
つ
い
て
、
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
「
熨の

し斗
瓦
」

で
す
。
熨
斗
瓦
と
は
、
屋
根
と
屋
根

の
つ
な
ぎ
目
の
部
分
に
葺ふ

く
瓦
の
こ

と
で
す
。
こ
の
つ
な
ぎ
目
の
部
分
を

棟む
ね

と
い
い
、
さ
ら
に
て
っ
ぺ
ん
の

部
分
を
「
大お

お
む
ね棟

」、
側
面
の
部
分
を

「
降く

だ
り
棟
」と
呼
び
ま
す
。ま
た
、「
棟
」

と
書
い
て
「
ぐ
し
」
と
呼
ぶ
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
棟
の
部
分
か
ら
雨
漏
り
が

し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
は
こ
の
部
分

を
装
飾
し
屋
根
を
立
派
に
見
せ
る
た

め
に
、
土
台
と
し
て
葺
か
れ
た
の
が

熨
斗
瓦
な
の
で
す
。
屋
根
瓦
を
葺
く

以
上
は
、
熨
斗
瓦
が
必
ず
存
在
す
る

は
ず
で
、
こ
れ
ま
で
も
平
瓦
が
縦
方

向
に
半
分
に
折
れ
た
状
態
で
出
土
し

た
も
の
が
熨
斗
瓦
で
は
な
い
か
と
も

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

回
確
認
さ
れ
た
も
の
は
、
瓦
を
焼
成

す
る
前
に
両
端
を
調
整
し
細
長
く
加

工
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
最
初
か
ら

熨
斗
瓦
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
も
従
来
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
初
検
出
の
も
の
で

す
。

平
成
22
年
度
の
成
果
④

瓦
塚
窯か
ま
あ
と跡
特
集

去
る
７
月
７
日
、
パ
キ
ス
タ
ン
・

イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の
考
古
学
者
Ｑ
．

Ｈ
．マ
ッ
ラ
ー
博
士
が
瓦
塚
を
訪
問

し
ま
し
た
。
博
士
は
遺
跡
の
３
次
元

測
量
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の

デ
ー
タ
の
取
得
方
法
を
学
ぶ
た
め

に
、
３
次
元
測
量
を
実
践
し
て
い
る

瓦
塚
を
訪
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。 

　

教
授
は
、
国
府
か

ら
10
㌔
以
上
も
離
れ

た
工
房
か
ら
徒
歩
で

重
い
瓦
を
運
ん
だ
と

い
う
こ
と
に
最
初
は

驚
い
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
地
か
ら
良

質
な
粘
土
が
採
掘
さ

れ
、
現
在
で
も
瓦
作

り
が
続
い
て
い
る
こ

と
を
説
明
す
る
と
、

納
得
し
た
様
子
で
し

た
。ま

た
、
有
名
な

「
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
ダ
ロ

の
遺
跡
群
」
で
も
、

マッラー博士（右）と案内する職員

熨斗瓦

実
は
レ
ン
ガ
を
焼
い
た
工
房
は
確
認

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
は
、
距

離
の
離
れ
た
と
こ
ろ
で
も
探
し
て
み

る
必
要
が
あ
る
と
言
っ
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

わ
ず
か
で
す
が
、
瓦
塚
を
通
し

て
日
本
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
親
善
に
貢

献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

熨
斗
瓦
を
葺
い
た
棟
の

　
　
　
　
　
　
　

断
面
図

▲瓦塚出土の熨斗瓦

瓦
編
３

マ
ッ
ラ
ー
博
士
来
訪

パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国　

考
古
学
者

瓦
塚
窯
跡
の
３
次
元
測
量
を
視
察

熨
斗
瓦
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ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
７
時　

休
館
日
：
木
曜
日

　

石
岡
市
国
府
３
─１
─16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い
側
）・

臨
時
駐
車
場
（
土
橋
通
り
）
を

利
用
く
だ
さ
い
。

☆
９
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
☆

　

折
り
紙
教
室　

24
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　

   

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～

　

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

 　

                   

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～

　

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～

　

ち
り
め
ん
小
物  

今
月
は
休
み
で
す

日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日 

午
前
11
時
～
午
後
３
時

※
今
月
は
祭
礼
の
た
め
、第
４
土
曜
日
開
催
で
す
。

場
所　

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の
参
加
店
前
、

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

内
容　

各
店
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
・
朝
市
・
割
引
セ
ー

ル
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
参
加
者
募
集
中
で
す
。問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
サ
ン
ド
市
」　

   

今
月
は
24
日
（
土
）
開
催
！

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

～
歴
史
の
風
に
ふ
か
れ
て

　

ま
ち
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
～

第
３
回
「
お
口
の
健
康
」

　
～ 

乳
幼
児
期
か
ら
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス 

～

　
「
虫
歯
菌
・
歯
周
病
菌
と
の
戦
い
」
身
体
の
健

康
は
健
口
か
ら
…
。
勝
利
の
カ
ギ
は
、
マ
マ
の
知

恵
。
虫
歯
に
な
ら
な
い
環
境
づ
く
り
。
細
菌
大
軍

団
に
立
ち
向
か
う
キ
シ
リ
ト
ー
ル
大
作
戦
！

歯
科
医
師
会
連
続
講
話

「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
携
帯
安
全
教
室
」

ま
ち
か
ど
学
習
会

 

～ 

ら
く
ら
く
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て 

～

日
時　

９
月
４
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

講
師　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
社
員

※
ａ
ｕ
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

「
わ
す
れ
な
い 

ひ
た
ち
み
ち
の
く 

心
は
ひ
と
つ
」

復
興
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
民
謡
で
伝
え
ま
す
。

日
時　

９
月
25
日
（
日
）　

午
後
２
時
～

出
演　

あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

　

～ 

東
北
地
方
の
民
謡
を
中
心
に 

～

美
人
画
展
「
お
ん
な
…
髪
」

建
築
士
会
に
よ
る
絵
画
展

「
未
来
に
自
分
が
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
や
家
」

日
時　

９
月
30
日
（
金
）
～
10
月
８
日
（
土
）
正
午
ま
で

休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

石
岡
の
お
ま
つ
り
に
伴
い
、９
月
16
日
（
金
）
～
22
日
（
木
）

の
期
間
は
、
通
常
業
務
を
休
み
ま
す
。
23
日
（
金
）
か
ら
通
常

通
り
開
館
し
ま
す
。

ギャラリー

日
時　

９
月
11
日
（
日
）
午
後
３
時
ま
で
開
催
中
！

出
展
者　

萩
原 

寛 

氏

日
時　

９
月
３
日
（
土
）　

午
後
２
時
～
４
時

講
師　

須
藤 

孝
秀 

先
生
（
須
藤
歯
科
医
院
）

東
日
本
大
震
災
の
災
害
見
舞
金

  

住
家
の
一
部
損
壊
に

　
　

 

１
万
円
の
見
舞
金

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
住
家

の
一
部
が
損
壊
し
た
人
に
見
舞
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
人
は
、
期
限
内
に
届
け

出
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

・
平
成
23
年
３
月
11
日
現
在
、
石
岡

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
載
っ
て
い
る

世
帯
主
お
よ
び
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
主

・
平
成
23
年
３
月
11
日
現
在
、
居
住

し
て
い
た
住
家
の
一
部
が
損
壊
し
た

人
（
市
の
り
災
証
明
書
が
、
半
壊
・

大
規
模
半
壊
・
全
壊
住
家
は
対
象
外
）

○
対
象
に
な
ら
な
い
も
の

・
門
や
塀
、
柵
な
ど
の
外
構
部

・
倉
庫
や
車
庫
な
ど
居
住
場
所
以
外

の
建
物

・
家
具
や
家
電
な
ど
の
家
財
道
具

・
別
荘

○
見
舞
金
の
額

　

一
世
帯 

１
万
円
（
口
座
振
込
み
）

○
受
付
期
限
・
時
間

　

平
成
23
年
９
月
30
日
ま
で
の
平
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
受
付
場
所

・
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

・
八
郷
総
合
支
所 

１
階
ロ
ビ
ー

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

次
の
1 

2 

3 

4
を
持
参
く
だ
さ
い
。

1
り
災
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類

①
②
③
の
い
ず
れ
か
一
つ
。

①
市
が
発
行
し
た
「
り
災
証
明
書
」
で
、

被
災
の
程
度
が
半
壊
に
至
ら
な
い

（
一
部
損
壊
）
も
の
。

※
高
速
道
路
専
用
な
ど
の
り
災
証
明

書
で
は
、
届
け
出
で
き
ま
せ
ん
。

②
被
災
か
所
が
分
か
る
２
枚
以
上
の

写
真

※
家
屋
全
体
と
損
壊
部
分
が
、
鮮
明

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
。

③
修
繕
し
た
経
費
の
領
収
書　

※
内
訳
明
細
が
記
入
さ
れ
て
い
る

か
、
別
紙
明
細
が
あ
る
も
の
。

2
届
出
者
の
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

※
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
。

※
世
帯
主
以
外
の
家
族
が
届
け
出
す

る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

3
世
帯
主
の
預
金
通
帳
（
振
込
先
口

座
が
確
認
で
き
る
も
の
）
と
認
め
印

4
外
国
人
登
録
し
て
い
る
人
は
、
外

国
人
登
録
証

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
２
）
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確
認
、
互
い
の
連
絡
方
法
な
ど
に
つ

い
て
再
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☜
防
災
情
報
を
活
用
し
よ
う
！

　

市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
避

難
場
所
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど

様
々
な
防
災
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。一
度
、確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://w
w

w.city.ishioka.lg.jp/

▼
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
暮
ら
し
の
情
報

→
防
災
➡
避
難
所
一
覧

　
　
　

➡
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

　

最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
サ
イ
ト
の
防
災
情
報
が
非
常
に

充
実
し
て
い
ま
す
。
個
人
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
こ
と
で
緊
急

情
報
（
地
震
や
気
象
情
報
な
ど
）
を

瞬
時
に
受
信
で
き
る
県
の
防
災
情
報

メ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
雨
量
情
報
な

ど
正
確
な
情
報
を
災
害
発
生
前
に
知

る
こ
と
で
、
早
期
の
対
応
や
避
難
判

断
に
役
立
ち
ま
す
。
こ
れ
ら
の
便
利

な
情
報
を
も
っ
と
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
（
携
帯
電
話

メ
ー
ル
へ
情
報
を
自
動
送
信
）

　

 http://m
obile.pref.ibaraki.

jp/index.cgi?page=3014&

・
県
防
災
危
機
管
理
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　

 http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

bousai/

　

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
を
含

む
１
週
間
は
、
防
災
週
間
で
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
時
期
で
あ
り
、
過
去
に
は
関

東
大
震
災
や
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、

大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
た
こ

と
で
、
市
民
の
防
災
に
対
す
る
関
心

は
、
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
防
災
週
間
を
契
機
に
、
地

震
や
風
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
様
々

な
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、

防
災
に
対
す
る
心
構
え
を
し
っ
か
り

と
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
大
震
災
の
影
響
も
あ
り

平
年
よ
り
多
く
の
気
象
警
報
な
ど
が

発
令
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

家
族
や
地
域
、
学

校
や
事
業
所
な
ど

で
、
備
蓄
品
の
点

検
や
避
難
場
所
の

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
９
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
３
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
９
月
の
お
は
な
し
会
》

・
24
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

※
蔵
書
点
検
の
た
め
、
日
程
変
更
。

中
央
公
民
館 

和
室

《
９
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
10
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
程
度
で
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

☎
２
４
・
１
５
０
７

【休　館　日】

  3・10
11・17
24・27
31

９ 月 10 月
 ５・12
13～20
23・26 

 

《
図
書
館
の
利
用
案
内
》

　

図
書
を
借
り
る
に
は
、
図
書
館
利

　

９
月
13
日
（
火
）
～
20
日
（
火
）

は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
、
中
央
図
書

館
、
中
央
・
東
地
区
・
城
南
地
区
公

民
館
の
図
書
室
が
休
館
・
休
室
に
な

り
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
本
な
ど
を

返
却
す
る
場
合
は
、
中
央
図
書
館
の

玄
関
脇
に
あ
る
「
返
却
ポ
ス
ト
」
を

利
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ

ト
・
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
の
図
書
は
、

壊
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
返

却
ポ
ス
ト
に
入
れ
ず
、
開
館
日
に
直

接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
返
却
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
公
民
館
で
も
返
却
で
き

ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ
い
。

　

理
解
の
う
え
、
協
力
願
い
ま
す
。

※
９
月
12
日
（
月
）
は
休
館
日
の
た

め
、
実
際
に
は
12
日
～
20
日
ま
で
が

休
館
と
な
り
ま
す
。

《
９
月
13
日
～
20
日
は
特
別

図
書
整
理
休
館
》

用
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
初
め
て
図

書
を
借
り
る
と
き
は
「
図
書
館
利
用

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
に
記
入
し
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
保
険
証

な
ど
で
住
所
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

を
持
参
く
だ
さ
い
。

【
利
用
で
き
る
人
】

・
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

・
小
美
玉
市
・
か
す
み
が
う
ら
市
・

土
浦
市
・
笠
間
市
在
住
の
人

【
利
用
上
の
注
意
】

　

次
の
場
合
は
、
貸
し
出
し
や
予
約

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

く
だ
さ
い
。

❶
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
の
提
示

が
な
い
場
合

▽
利
用
カ
ー
ド
は
、
貸
し
出
し
・
予

約
の
際
に
必
ず
必
要
で
す
。
忘
れ
ず

に
持
参
く
だ
さ
い
。

❷
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
の
更
新

が
済
ん
で
い
な
い
場
合

▽
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
、
３

年
間
で
す
。
更
新
手
続
き
は
、
案
内

後
、
２
か
月
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

❸
返
却
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
図
書
な

ど
が
あ
る
場
合

▽
多
く
の
利
用
者
が
利
用
で
き
る
よ

う
、返
却
期
限
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
図
書
な
ど
の
貸
出
点
数
・
期
間

資
料
名

貸
出
点
数

貸
出
期
間

 

図
書

 

８
冊
以
内

14
日
以
内

 

紙
芝
居

 

２
冊
以
内

 

ビ
デ
オ

 

Ｄ
Ｖ
Ｄ

 

Ｃ
Ｄ

 

合
わ
せ
て

　

２
点
以
内

 

雑
誌

 

２
冊
以
内

７
日
以
内

9 月 1 日は
  防災の日

8 月 30 日～ 9 月 5 日
は防災週間です

■問い合わせ　総務課　
　☎ 23-1111（内線 258）

HPHP HP
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独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
で
暮
ら

す
高
齢
者
を
狙
っ
た
、
悪
質
な
手
口

に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
『
震
災
に
遭
っ
て
』
を
語

っ
て
同
情
を
か
う
手
口
や『
放
射
能
』

の
不
安
を
あ
お
る
手
口
が
み
ら
れ
ま

す
。

【
特
に
多
い
相
談
】

・
点
検
商
法
…
家
屋
・
布
団
・
水
道

・
催
眠
商
法
…
無
店
舗
で
販
売
す
る

・
次
々
販
売
…
次
か
ら
次
へ
と
契
約

を
勧
め
ら
れ
る

・
振
り
込
め
詐
欺

…
息
子
を
名
乗
る

男
か
ら
電
話

・
利
殖
商
法
…
「
必
ず
も
う
か
る
」

【
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
の
特
徴
】

・
健
康
上
の
不
安
に
つ
け
こ
ま
れ
る

・
契
約
購
入
金
額
が
高
額
（
支
払
っ

た
金
額
も
高
額
）

・
情
に
訴
え
ら
れ
る
と
断
れ
な
く
な

る・
被
害
に
あ
っ
て
も
、
周
り
に
迷
惑

を
か
け
た
く
な
い
と
の
思
い
か
ら
相

談
し
な
い

高
齢
者
の
被
害
が
急
増
!!

さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー

＊
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

＊
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室

　
　
　
（
今
月
は
９
月
27
日
（
火
））

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先

　

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当  

  　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

午後1時30分～4時

女性のための
 困りごと相談

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

・
本
人
が
被
害
に
遭
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
か
な
い 

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
悪
質
業
者
の
撃
退
法
】

・
知
ら
な
い
人
が
来
た
ら
、
絶
対
に

ド
ア
は
開
け
な
い
！

・
親
し
げ
な
言
葉
や
う
ま
い
話
に
注

意
！

・
い
ら
な
い
物
は
契
約
し
な
い
！

◆
被
害
を
防
ぐ
に
は

＊
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
被
害
を
早
く
気
付
い
て
あ

げ
る
。

＊
普
段
か
ら
地
域
で
声
を
掛
け
合

い
、
暮
ら
し
の
変
化
に
注
意
し
て
見

守
る
。

＊
迷
っ
た
時
、
困
っ
た
と
き
に
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

☎
２
２
・
２
９
５
０

ハーモニーコーナー

か
が
や

き
の
　未

来を拓
ひ ひ

く

　男
ひ

ひ
と
女 ひ
ひ

今
後
の
開
催
予
定

第
２
回　

10
／
29

 県女性プラザ公開講演会・映画上映会

　 「レオニー」に学ぶ　
　　　～不運な体験を
　　　　　　　プラスに変える力～」

講師：映画監督・脚本家
　　　　　　　　　松井　久子
　
日程：10 月 29 日（土）
場所：茨城県女性プラザ（行方市）
定員：30 名程度

第
３
回　

11
／
20

 公開講演会

　「人生 マウンテンあり バレーあり」

講師：タレント　 ルー大柴

日程：11 月 20 日（日）
場所：ふれあいの里石岡 ひまわりの館
定員：200 名程度

第
４
回　

１
／
15

 「活力をみたす
　　　心とからだのリセット術」
　　　～輝いていきるための健康づくり～

　ストレス解消方法や心身のバランスを保つ
ノウハウなどを、実技を交えて学びます。

講師：心理カウンセラー
　　　　　　　　　武藤　幸枝
　
日程：平成 24 年１月 15 日（日）
場所：ふれあいの里石岡 ひまわりの館
定員：20 名程度

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
学
習
・
啓

発
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
に

セ
ミ
ナ
ー
を
計
画
し
、
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
開
催
は
、
次
の
通
り

で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
開
催
時

期
に
あ
わ
せ
て
、
市
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家

庭
の
悩
み
な
ど
、
女
性
の
抱
え
る

様
々
な
問
題
や
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
、
相
談
者
が

自
ら
の
力
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】
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総　

社　

鈴
木　

虚
心

ミ
ニ
の
ス
カ
ー
ト　

若
さ
が
弾
む

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に　

夏
が
来
る

　
　
　
　
　

     

下　

林　

白
田　

正
源

肌
の
違
っ
た　

女
が
一
人

　

夏
の
浅
草　

カ
ー
ニ
バ
ル　

　
　
　
　

   　

        

南
台　

月
乃
香
具
耶
姫

子
ど
も
時
代
が　

消
え
て
は
浮
か
ぶ

　

蛍
飛
び
交
う　

夏
の
宵

　
　
　
　

  　

         

若　

松　

川
崎　

洋
子

じ
っ
と
見
つ
め
る　

線
香
花
火

　

落
と
す
た
め
息　

ひ
と
り
夏

   　
　
　
　
　
　

   

下　

林　

白
井
冨
喜
江

避
難
し
た
子
が　

笹
短
冊
に

　

祈
り
書
き
込
む　

小
さ
い
手

　
　
　
　
　
　

 

貝　

地　

前
島
く
に
子

共
に
苦
楽
を　

歩
ん
だ
二
人

　

思
い
出
し
て
の　

初
夏
の
旅

　
　
　
　

   　
　

東
石
岡　

小
野　

芋
子

東
日
本
へ　

捧
げ
る
願
い

　

生
き
る
勇
気
と　

鎮
魂
歌

　
　

   　
　
　

    

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

あ
の
日
散
ら
し
た　

幾
多
の
命

　

む
せ
ぶ
サ
イ
レ
ン　

夏
の
海

　
　
　
　

  　

     
下　

林　

関　
　

清
志

川
の
流
れ
と　

自
然
の
恵
み

　

故さ

と郷
の
思
い
出　

ホ
タ
ル
狩
り

　
　
　
　
　
　

   

杉　

並　

助
川　

浩
史

被
災
乗
り
越
え　

今
年
も
や
る
ぞ

　

燃
え
る
東
北　

夏
祭
り

　
　
　
　

     　

茨　

城　

鈴
木　
　

緑

梅
雨
晴
れ
を
ほ
た
る
ぶ
く
ろ
の
白
い

花
か
す
か
に
ゆ
ら
し
風
と
お
り
ゆ
く

　
　
　
　
　

   　

石　

岡　

外
川
な
を
み

恙
な
く
齢
か
さ
ね
て
今
日
も
ま
た
愛い

犬ぬ

と
語
ら
い
花
と
詠

な
が
め

る

　
　
　
　

    　

 

総　

社　

諏
訪
ハ
ツ
エ

坂
下
に
宅
地
造
成
さ
れ
て
よ
り
学
校
帰

り
の
子
ら
の
声
増
す

　
　
　
　
　

   　

東
光
台　

内
田
千
代
子

津
波
に
て
夫
と
息
子
を
失
い
し
人
は

問
わ
れ
て
「
何
も
い
え
な
い
」

　
　
　
　
　

   　

井　

関　

木
間
塚
具
子

炎
天
の
畑
に
は
び
こ
る
す
べ
り
ひ
ゆ

無
駄
な
く
食
す
鷹
山
の
郷

　
　
　
　
　

   　

柴　

内　

羽
生　
　

俊

庭
の
椅
子
に
風
は
涼
し
く
夏
の
宵

星
は
か
が
や
き
蛍
の
遊
ぶ

　
　
　
　
　

   　

山　

崎　

鈴
木　

君
江

小
さ
き
毬い

が

残
し
て
風
に
栗
の
花
ほ

た
り
落
ち
継
ぐ
見
て
い
る
間
に
も

　
　
　
　
　

   　

東
成
井　

小
島　

せ
ん

こ
わ
さ
れ
し
屋
根
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

痛
々
し
三
月
十
一
日
大
震
災
あ
り
き

　
　
　
　
　
　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

久
々
に
会
へ
る
友
ら
と
語
り
合
ふ
大

震
災
の
恐
さ
ま
ざ
ま
ざ
と

　

危
険
な
歌　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　
「
丈ま

す
ら
お夫
の
鞆と

も

の
音ね

す
な
り
も
の
の

ふ
の
大

お
お
ま
え
つ
ぎ
み

臣
楯
立
つ
ら
し
も
」我
が
子
・

文
武
天
皇
の
夭よ

う
せ
つ折
で
遺
言
に
よ
り
即

位
し
た
元
明
天
皇
が
蝦
夷
遠
征
と
思

わ
れ
る
動
静
を
案
じ
て
詠
ん
だ
歌
で

あ
る
。
姉
の
御み

な

べ

名
部
皇
女
が
「
わ
ご

大
君
も
の
な
念お

も

ほ
し
皇す

め
が
み神
の
嗣つ

ぎ
て

賜
へ
る
吾わ

れ
な無
け
な
く
に
」と
返
し
た
。

萬
葉
集
巻
一
に
あ
る
。
不
安
な
妹
に

「
私
が
居
る
か
ら
…
」
は
激
励
の
決

ま
り
文
句
で
も
、
専
門
の
学
者
か
ら

は
危
険
な
歌
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
、
皇
女
の
息
子
の
長
屋
王
は

二
十
年
後
に
無
実
の
謀む

ほ
ん反
罪
で
家
族

共
に
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

長
屋
王
が
長
屋
親
王
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
は
木
簡
の
出
土
な
ど
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
母
親
の
歌
は

問
題
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

私
は
、
京
都
大
学
名
誉
教
授 

上
田
正

昭
先
生
が
編
纂
さ
れ
た
「
古
代
日
本

と
東
ア
ジ
ア
」
の
関
わ
り
を
説
く
著

書
で
是
を
知
っ
た
。
知
人
か
ら
頂
い

て
、
日
本
史
に
東
ア
ジ
ア
は
…
と
、

暫
く
読
ま
ず
に
い
た
か
ら
、
歌
の
こ

と
を
知
っ
た
の
は
最
近
で
あ
る
。

　

長
屋
王
の
正
室
は
女
帝
の
娘
・
吉き

備び

皇
女
で
、
藤
原
系
の
聖
武
天
皇
よ

り
皇
統
に
近
い
。
藤
原
一
族
に
は
気

　
　
　
　
　

 　

  

北
府
中　

梶
山
サ
ヨ
子

傾
り
咲
く
あ
や
め
の
傍
へ
に
伏
流
水

日
に
照
り
な
が
ら
流
れ
て
ゆ
け
り

　
　
　
　
　

   　

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

風
評
を
頓
着
し
な
い
青
蛙

　
　
　
　
　

  　

 

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

七
夕
の
笹
に
は
重
い
千
羽
鶴

　
　
　
　
　

   　

国　

府　

大
場　

和
子

た
ま
し
ひ
の
抜
け
て
海
月
と
な
り

に
け
り

　
　
　
　
　

   　

泉　

町　

石
神　

秋
羅

梅
雨
明
け
て
身
の
閂
を
は
ず
し
た
る

　
　
　
　
　

   　

若　

宮　

今
川　

武
男

蓮
開
く
亡
友
と
蜊
蛄
釣
り
し
池

　
　
　
　
　

   　

総　

社　

山
口
美
津
子

短
夜
や
十
七
文
字
が
踊
り
居
る

　
　
　
　
　

 　

  

川　

又　

川
又　

渓
二

鼓
峰
恋
ふ
芦
間
葭
切
こ
も
り
鳴
く

　
　
　
　
　

   　

瓦　

谷　

鈴
木　

浦
子

天
の
川
師
の
面
影
の
見
え
か
く
れ

　
　
　
　
　

   　

瓦　

谷　

萩
原　

梨
郷

蓮
の
葉
の
大
水
玉
の
揺
れ
ど
う
し

　
　
　
　
　

 　

   

柿　

岡　

斎
藤　

秋
声

素
十
紅
花
囲
み
て
鼓
峰
月
に
住
む

文
芸
い
し
お
か

●
太
々
神
楽
保
存
会

・
太
々
神
楽
奉
納

【
日
時
】
９
月
11
日
（
日
）・
12
日
（
月
）

・
午
後
７
時
～
11
時

【
場
所
】 

柿
岡
八
幡
神
社
神
楽
殿

※
毎
年
、
中
秋
の
名
月
の
夜
に
神
楽

舞
を
奉
納
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

松
川 

☎
４
３
・
１
０
２
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

・
大
正
琴
演
奏
会

【
日
時
】
９
月
25
日
（
日
）

　
　
　

   

午
前
11
時
～
・
午
後
２
時
～

【
場
所
】
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

※
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

沖
田 

☎
２
４
・
０
５
８
８

●
石
岡
短
歌
同
好
会

・
定
例
歌
会

【
日
時
】
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　

   

午
後
１
時
～

【
場
所
】
国
府
地
区
公
民
館

※
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

内
田 

☎
２
６
・
３
０
７
４

俳　
　

句

短　
　

歌

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

に
な
る
存
在
で
あ
る
。
長
屋
王
が
何

と
呼
ば
れ
よ
う
が
、
こ
の
夫
妻
は
除

か
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。　

   

俚　

 

謡
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７
月
23
日
、
24
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
柿
岡
の
お
ま
つ
り
が
に
ぎ
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
お
ま
つ
り

は
、特
に
『
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
』

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
初
日
は
、
午
後
５
時
の
花
火
を

合
図
に
、
館
諏
訪
神
社
の
獅
子
と
、
荒

宿
八
幡
神
社
の
さ
さ
ら
が
巡
行
し
ま
し

た
。
ま
た
、
柿
岡
の
か
ら
く
り
人
形
が

八
幡
神
社
の
境
内
に
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
神み

こ
し輿

が
、
八
坂
神
社
か
ら
御お
か
り
や

仮
屋

に
安
置
さ
れ
て
、
一
日
目
が
終
わ
り
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、
午
前
８
時
か
ら
の
御
仮

屋
で
の
祭
典
式
の
後
、
館
の
獅
子
と
荒

宿
の
さ
さ
ら
が
巡
行
し
、
午
後
０
時
30

分
の
花
火
を
合
図
に
、
神
輿
が
御
仮
屋

を
出
発
し
、地
元
の
担
ぎ
手
に
よ
っ
て
、

各
町
内
を
渡
御
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
展
示
さ
れ
て
い
た
、
柿
岡
の

か
ら
く
り
人
形
の
山
車
も
巡
行
。「
は

ら
ん
ば
い
人
形
」「
こ
と
わ
り
人
形
」「
く

ら
り
人
形
」
の
３
体
が
、
山
車
の
上
で

「
矢
車
拍
子
」
に
あ
わ
せ
、
曲
芸
を
披

神社前での山車の競演

露
し
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
は
、
待
ち

に
待
っ
た
華
麗
な
６
台
の
山
車
が
、

お
囃
子
に
合
わ
せ
て
町
内
を
練
り
歩

き
、
神
社
前
で
は
山
車
の
競
演
が
行

わ
れ
、
祭
り
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

各町内を渡御する神輿 下宿の山車

からくり人形の山車巡行

  

柿
岡
の
お
ま
つ
り

八
坂
神
社
祇
園
祭

迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
の
終
わ
り
と
と
も

に
、本
格
的
な
夏
が
訪
れ
ま
し
た
。

荒宿八幡神社のささら 館諏訪神社の獅子

八坂神社 祭仕度をした犬


